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(54)【発明の名称】 ジョイスティック型首振り操作装置

(57)【要約】
【課題】この発明は、操作性に優れ、ヘッドの向きを自
在且つ簡単に変化させることができるジョイスティック
型首振り操作装置を提供することを課題とする。
【解決手段】工業用内視鏡装置の手元の操作部１０は、
カメラケーブル等を挿通するパイプガイド５の端部に取
付けられる。操作部１０は、パイプガイド５の端部に端
末部材１２を取り付け、端末部材１２に１つ目のコマ部
材２０ｃをピン１４を介して回転可能に取り付け、コマ
部材２０ｃに９０°位相を異ならせて２つ目のコマ部材
２０ｂをピン１５を介して回転可能に取り付け、コマ部
材２０ｂに３つ目のコマ部材２０ａをピン１６を介して
取り付け、コマ部材２０ａにピン１７を介して端末部材
１８を取付けて構成される。グリップ３４を把持して操
作部１０を湾曲させると、湾曲外側のワイヤ１１が引き
込まれ、パイプガイド５の先端に取付けられたカメラヘ
ッドが所望する方向に指向される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  中心軸と直交する第１の回転軸、および
上記中心軸に沿って上記第１の回転軸から離間した位置
で該中心軸と直交し且つ上記第１の回転軸と略直交する
方向に延びた第２の回転軸を有するコマ部材を、上記中
心軸に沿って複数個並設し、隣接するコマ部材間でその
第１または第２の回転軸を共有するように連結した複数
のコマ部材と、
これら連結した複数のコマ部材の両端にある２つのコマ
部材それぞれに、その一方の回転軸を介して回転自在に
連結した第１および第２の端末部材と、
一端が上記第１の端末部材にそれぞれ固設され、上記中
心軸から離れた位置で上記複数のコマ部材および上記第
２の端末部材を貫通して延びた複数本の操作用のワイヤ
と、
を備えていることを特徴とするジョイスティック型首振
り操作装置。
【請求項２】  上記第１および第２の端末部材間に設け
られ、上記複数のコマ部材の周囲を囲む弾性部材をさら
に有することを特徴とする請求項１に記載のジョイステ
ィック型首振り操作装置。
【請求項３】  上記第１の端末部材に突設された操作用
のグリップをさらに有することを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のジョイスティック型首振り操作装置。
【請求項４】  上記コマ部材の個数は３個であることを
特徴とする請求項１に記載のジョイスティック型首振り
操作装置。
【請求項５】  上記複数本のワイヤは、上記複数のコマ
部材それぞれの上記第１および第２の回転軸から４５°
ずれた位置を貫通するように、４本設けられていること
を特徴とする請求項１または４に記載のジョイスティッ
ク型首振り操作装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、工業用内視鏡装
置などの手元操作部として用いられるジョイスティック
型首振り操作装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】原子炉などの特殊な環境に通じる管内部
を検査する場合、工業用内視鏡装置が用いられる。ま
た、上下水道管、ガス管などでも、細い管内を検査する
場合には、工業用内視鏡装置による観察が可能である。
【０００３】この種の工業用内視鏡装置は、先端にカメ
ラヘッドを有し、手元にカメラヘッドの向きを操作する
ための操作部を有する。そして、カメラヘッドと操作部
との間は、操作用のワイヤおよびカメラケーブルで接続
されている。
【０００４】カメラヘッドを上下左右に向けるために
は、手元の操作部に設けられている２つのダイヤルを回
転させて向きを操作している。第１のダイヤルを回転さ
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せるとカメラヘッドの向きを上下方向に変えることがで
き、第２のダイヤルを回転させるとカメラヘッドの向き
を左右に変えることができるようになっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上述した従来のダイヤ
ル操作式の工業用内視鏡装置において、例えば、カメラ
ヘッドの向きを斜め方向へ変化させるには、第１と第２
のダイヤルを同時に操作する必要があった。このため、
操作が不便であり、また、迅速に向きを変えたい場合に
も操作が複雑であり、作業性が悪いと言う問題があっ
た。
【０００６】そこで、この発明は、操作性に優れ、ヘッ
ドの向きを自在且つ簡単に変化させることができるジョ
イスティック型首振り操作装置を提供することを目的と
する。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明のジョイスティック型首振り操作装置は、中
心軸と直交する第１の回転軸、および上記中心軸に沿っ
て上記第１の回転軸から離間した位置で該中心軸と直交
し且つ上記第１の回転軸と略直交する方向に延びた第２
の回転軸を有するコマ部材を、上記中心軸に沿って複数
個並設し、隣接するコマ部材間でその第１または第２の
回転軸を共有するように連結した複数のコマ部材と、こ
れら連結した複数のコマ部材の両端にある２つのコマ部
材それぞれに、その一方の回転軸を介して回転自在に連
結した第１および第２の端末部材と、一端が上記第１の
端末部材にそれぞれ固設され、上記中心軸から離れた位
置で上記複数のコマ部材および上記第２の端末部材を貫
通して延びた複数本の操作用のワイヤと、を備えてい
る。
【０００８】この発明によると、中心軸を曲げるように
複数のコマ部材を湾曲させることにより、湾曲外側にあ
るワイヤを引っ張り、ワイヤの先端に取付けられたヘッ
ドの向きを変化させる。すなわち、複数のコマ部材の湾
曲方向を変化させるだけで、ヘッドの向きを所望する方
向に簡単且つ自在に変化させることができる。このた
め、例えば、ヘッドの向きをある方向に指向せしめた
後、そのままの状態からヘッドの向きを任意の方向に回
転させるような複雑な動作も可能となる。
【０００９】また、上述した発明によると、上記複数本
のワイヤは、上記複数のコマ部材それぞれの上記第１お
よび第２の回転軸から４５°ずれた位置を貫通するよう
に、４本設けられていることを特徴とする。このよう
に、４本のワイヤを各コマ部材の第１および第２の回転
軸から４５°ずれた位置を貫通するように設けると、複
数のコマ部材の湾曲変位に対するワイヤの引っ張り量を
比較的多くすることができ、複数のコマ部材の湾曲量に
対するヘッドの変向量を多くすることができる。
【００１０】
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【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながらこの発
明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１１】図１には、この発明の実施の形態に係る工
業用内視鏡装置１の概略斜視図を示してある。この工業
用内視鏡装置１は、例えば、原子炉などの特殊な環境に
通じる管内部の検査や、上下水道管、ガス管などの細い
管内の検査に用いられる。
【００１２】工業用内視鏡装置１は、細長い外観を有
し、その先端にカメラヘッド２を備えている。カメラヘ
ッド２は、図示しないカメラやレンズ等の部材を有す
る。また、カメラヘッド２の端面には、照明用の複数本
の光ファイバケーブル（図示せず）の先端が露出されて
いる。
【００１３】このカメラヘッド２は、蛇腹状の弾性体か
らなる被服部材に覆われた屈曲自在部３の一端に取付け
られている。屈曲自在部３は、後述する操作用の４本の
ワイヤ１１により操作され、カメラヘッド２の向きを上
下、左右、斜め方向（図中矢印方向）へ自在に変えるよ
うに機能する。例えば、屈曲自在部３では、柔軟性を有
する円柱に４本のワイヤ１１を貫通せしめ、各ワイヤ１
１の先端をカメラヘッドの周囲の複数個所に固設し、カ
メラヘッド２の周囲の複数箇所を牽引あるいは弛緩する
ことでカメラヘッド２の向きを変える。または、この屈
曲自在部３を、後述する操作部１０と同様の構造にして
も良い。
【００１４】屈曲自在部３の他端には、剛性の筒体で囲
まれた連結部４の一端が接続されている。連結部４の他
端は、パイプガイド５の一端に接続されている。つま
り、屈曲自在部３は、連結部４を介してパイプガイド５
の一端に取付けられている。
【００１５】パイプガイド５は、中空のパイプ形状を有
し、後述する操作用の４本のワイヤ１１、カメラケーブ
ル、光ファイバケーブルなど、操作部１０とカメラヘッ
ド２との間を延びたケーブル類を挿通してガイドする。
【００１６】パイプガイド５の他端には、本発明のジョ
イスティック型首振り操作装置として機能する操作部１
０が連結されている。操作部１０は、カメラヘッド２か
ら延びた４本のワイヤ１１の基端を固設し、上述した屈
曲自在部３と同様に機能する。つまり、操作部１０を所
望する方向（図中矢印方向）へ屈曲させることで、屈曲
外側のワイヤ１１が引っ張られ、カメラヘッド２の該当
個所が牽引され、カメラヘッド２が所望する方向へ指向
される。
【００１７】尚、パイプガイド５を通って延びたカメラ
ケーブルの基端には図示しない信号処理装置等が接続さ
れ、パイプガイド５を通って延びた光ファイバケーブル
の基端には図示しない照明用の光源が設けられている。
【００１８】以下、図２および図３を参照して操作部１
０について詳細に説明する。図２には操作部１０の内部
構造を概略的に示してあり、図３には操作部１０の構成
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部材としてのコマ部材２０を示してある。尚、図３
（ｂ）には、図３（ａ）のコマ部材２０を矢印Ｂ方向か
ら見た図を示してあり、図３（ｃ）には、図３（ａ）の
コマ部材２０を矢印Ｃ方向から見た図を示してある。
【００１９】図２に示すように、操作部１０は、その中
心軸（図示せず）に沿って同軸に並設された３つのコマ
部材２０ａ、２０ｂ、２０ｃを有する。３つのコマ部材
２０ａ、２０ｂ、２０ｃは、全く同じ構造のため、以
下、コマ部材２０として説明する。
【００２０】図３（ｂ）に示すように、コマ部材２０
は、図中上下部を真っ直ぐに切り取ったような略円形の
板状部２１を有する。板状部２１の中央には、必要に応
じて上述したケーブル類を通すとともに、その中心を架
空の中心軸が通る円形の貫通孔２２が形成されている。
貫通孔２２の図中上下に隣接した位置には、板状部２１
の一面２１ａ側から突設された略矩形ブロック状の２つ
の突起２３ａ、２３ｂが設けられている。また、貫通孔
２２の図中左右には、板状部２１の一面２１ａ側から突
設された略矩形板状の２つの軸受部２４ａ、２４ｂが設
けられている。２つの軸受部２４ａ、２４ｂには、架空
の回転軸（第１の回転軸）を通す円形の孔２５（図３
ａ）がそれぞれ形成されている。さらに、板状部２１に
は、貫通孔２２の周りに、操作用のワイヤ１１（図２）
をそれぞれスライド自在に通すための４つの孔２６ａ、
２６ｂ、２６ｃ、２６ｄが形成されている。
【００２１】孔２６ａは、左側の軸受部２４ａと上側の
突起２３ａとの間に形成され、孔２６ｂは、上側の突起
２３ａと右側の軸受部２４ｂとの間に形成され、孔２６
ｃは、右側の軸受部２４ｂと下側の突起２３ｂとの間に
形成され、孔２６ｄは、下側の突起２３ｂと左側の軸受
部２４ａとの間に形成されている。
【００２２】図３（ａ）、および図３（ｃ）に示すよう
に、上述した上下の突起２３ａ、２３ｂの反対側には、
板状部２１の他面２１ｂ側から突設された略矩形板状の
２つの軸受部２７ａ、２７ｂが設けられている。２つの
軸受部２７ａ、２７ｂには、架空の回転軸（第２の回転
軸）を通す円形の孔２８がそれぞれ形成されている。
【００２３】尚、上述したコマ部材２０の複数の孔２
５、２５、２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄ、２８、２
８の位置関係は以下のようになっている。すなわち、コ
マ部材２０の貫通孔２２の中心を通る架空の中心軸に直
交する架空の第１の回転軸が２つの孔２５、２５の中心
を通り、上記架空の中心軸と直交し且つ上記架空の第１
の回転軸と直交する方向に延びた架空の第２の回転軸が
２つの孔２８、２８の中心を通るように、４つの軸受部
２４ａ、２４ｂ、２７ａ、２７ｂそれぞれに形成された
孔２５、２５、２８、２８の位置が設定されている。ま
た、操作用の４本のワイヤ１１が上記架空の中心軸から
離間した位置で該中心軸と平行に延び、且つ各ワイヤ１
１が上記架空の第１の回転軸および第２の回転軸から４
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５°ずれた位置で板状部２１を貫通するように、４つの
孔２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄが位置決めされてい
る。尚、板状部２１に形成された４つの孔２６ａ、２６
ｂ、２６ｃ、２６ｄの内径は、操作用のワイヤ１１の外
径より僅かに大きく設定されている。
【００２４】操作部１０は、上記構造の３つのコマ部材
２０ａ、２０ｂ、２０ｃを以下のように組込んで組み立
てられる。
【００２５】まず、パイプガイド５の他端に略円筒形状
の端末部材１２（第２の端末部材）が取付けられる。端
末部材１２は、パイプガイド５の内径より僅かに小さい
外径を有し、その一端がパイプガイド５の他端から部分
的に突出するようにパイプガイド５内に挿入される。そ
して、パイプガイド５の外側から挿通されるネジ（図示
せず）により、端末部材１２がパイプガイド５に固定さ
れる。尚、端末部材１２は、その中心軸から離れた位置
でコマ部材２０の４つの孔２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２
６ｄに対応する位置に、ワイヤ１１を通すための４つの
孔（図示せず）を有する。
【００２６】そして、端末部材１２のパイプガイド５か
ら離れた一端に１つ目のコマ部材２０ｃが回転自在に取
付けられる。コマ部材２０ｃの取り付けのため、端末部
材１２の一端には、コマ部材２０の板状部２１の一面２
１ａ側に設けられた構造と同じ構造の部材が設けられて
いる。つまり、端末部材１２の一端には、２つの突起２
３ａ、２３ｂ、および２つの軸受部２４ａ、２４ｂが突
設されている。
【００２７】コマ部材２０ｃを端末部材１２の一端に取
付ける場合、端末部材１２の一端に突設された２つの軸
受部２４ａ、２４ｂの内側にコマ部材２０ｃの２つの軸
受部２７ａ、２７ｂが嵌入される。そして、同軸にされ
た４つの孔、すなわち端末部材１２の軸受部２４ａ、２
４ｂにそれぞれ形成された２つの孔２５、２５、および
コマ部材２０ｃの軸受部２７ａ、２７ｂにそれぞれ形成
された２つの孔２８、２８を通してピン１４が挿通され
る。これにより、コマ部材２０ｃが端末部材１２に対し
てピン１４を中心に回転可能に連結される。
【００２８】次に、コマ部材２０ｃの反対側から突設さ
れた２つの軸受部２４ａ、２４ｂの間に２つ目のコマ部
材２０ｂの２つの軸受部２７ａ、２７ｂが嵌入され、同
軸にされた４つの孔を通してピン１５が挿通される。こ
れにより、２つ目のコマ部材２０ｂが１つ目のコマ部材
２０ｃに対してピン１５を中心に回転可能に連結され
る。この際、ピン１５がピン１４と直交する方向に延び
ていることから、コマ部材２０ｂのコマ部材２０ｃに対
する回転方向は、コマ部材２０ｃの端末部材１２に対す
る回転方向と位相が９０°異なることになる。
【００２９】さらに、２つ目のコマ部材２０ｂの２つの
軸受部２４ａ、２４ｂの内側に３つ目のコマ部材２０ａ
の２つの軸受部２７ａ、２７ｂが嵌入され、同軸にされ
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た４つの孔を通してピン１６が挿通される。これによ
り、３つ目のコマ部材２０ａが２つ目のコマ部材２０ｂ
に対してピン１６を中心に回転可能に連結される。この
際、ピン１６がピン１５と直交する方向に延びているこ
とから、コマ部材２０ａのコマ部材２０ｂに対する回転
方向は、コマ部材２０ｂのコマ部材２０ｃに対する回転
方向と位相が９０°異なることになる。
【００３０】そして、パイプガイド５内を通ってカメラ
ヘッド２から延びた４本のワイヤ１１が、それぞれ、端
末部材１２の４つの孔、および各コマ部材２０の対応す
る４つの孔２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄに挿通され
る。この際、端末部材１２の４つの孔、および各コマ部
材２０の４つの孔は、それぞれ同軸に配置されている。
そして、各ワイヤ１１の基端が端末部材１８（第１の端
末部材）に埋設されて固定される。このとき、端末部材
１８から突設された２つの軸受部１９が３つ目のコマ部
材２０ａの２つの軸受部２４ａ、２４ｂ間に嵌入され、
２つの軸受部１９、１９にそれぞれ形成された孔、およ
びコマ部材２０ａの２つの軸受部２４ａ、２４ｂの孔２
５、２５にピン１７が挿通され、コマ部材２０ａに端末
部材１８が回転自在に連結される。
【００３１】さらに、パイプガイド５の他端と端末部材
１２との連結部外側に、円環状のリング３１が装着され
る。このリング３１の外周上には、蛇腹状の弾性部材か
らなる防塵用の被覆部材３２の一端を取付けるための円
環状の溝３１ａが形成されている。リング３１は、溝３
１ａに被覆部材３２の一端を取付けた状態で端末部材１
２とパイプガイド５との間の連結部に装着され、その外
側からネジ３３によってパイプガイド５および端末部材
１２にネジ止めされる。
【００３２】そして、端末部材１８の後端側にアルミ製
のグリップ３４が一体的に取付けられる。グリップ３４
は、その外側から挿通されるネジ３５によって端末部材
１８にネジ止めされる。グリップ３４の取付け側の端部
近くの外周上には、上述した被覆部材３２の他端を取付
けるための円環状の溝３４ａが形成されている。言い換
えると、被覆部材３２は、２つの端末部材１２、１８の
間を延び、３つのコマ部材２０を覆うように設けられ
る。
【００３３】上記のように構成された操作部１０を操作
してカメラヘッド２を所望する方向へ指向させる場合、
オペレータは、操作部１０のグリップ３４を把持して蛇
腹状の被覆部材３２の位置で操作部１０を湾曲させる。
この際、グリップ３４が端末部材１８に一体的に固定さ
れていることから、グリップ３４の傾倒角度がそのまま
端末部材１８の傾倒角度に反映され、オペレータによる
操作性を向上させることができる。また、湾曲させる部
位が蛇腹状の被覆部材３２で覆われていることから、オ
ペレータが湾曲部位を目視により判断しつつ操作を行う
ことができ、操作部１０をより効果的に湾曲させること
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ができる。
【００３４】さらに、操作用の４本のワイヤ１１を上述
した位置で各コマ部材２０に貫通せしめることにより、
操作部１０の湾曲量に対するカメラヘッド２の偏位量を
比較的多くすることができ、僅かな操作量でカメラヘッ
ド２を大きく振ることができる。つまり、本発明のよう
に位相を９０°ずつ異ならせて連結した複数のコマ部材
２０それぞれの回転軸から４５°ずれた位置でワイヤ１
１を貫通せしめると、上述した架空の第１および第２の
回転軸に対して斜め方向に操作部１０を湾曲させる際
に、湾曲外側にあるワイヤ１１をより多く引っ張ること
ができ、ワイヤ１１の引き込み量を多くできる。
【００３５】また、本発明の操作部１０によると、上述
した従来のダイヤル操作式の操作部と比較して構造を簡
略化できる。このため、操作部１０の組立を容易にでき
且つ壊れ難い構造とすることができる。また、操作部１
０の構造を簡略化できることから、装置の製造コストを
低減することもできる。
【００３６】尚、この発明は、上述した実施の形態に限
定されるものではなく、この発明の範囲内で種々変形可
能である。例えば、上述した実施の形態では、本発明の
操作部１０を工業用内視鏡装置１に適用した場合につい
て説明したが、これに限らず、ファイバースコープ等の
手元の操作部に本発明を適用しても良い。
【００３７】また、各コマ部材２０の２つの回転軸は必
ずしも高精度に直交する必要はなく、概ね直交するれば
良い。さらに、本実施の形態では３つのコマ部材２０を
連結したが、４つ以上のコマ部材２０を連結しても良
い。しかし、３つのコマ部材２０を連結した構造で本発
明の効果を十分に発揮できる。また、操作用のワイヤ１*
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*１は、５本以上設けても良い。しかし、構造をできるだ
け簡略化し且つ本発明の効果を十分に発揮するためワイ
ヤ１１の本数は４本にすることが有効である。
【００３８】
【発明の効果】以上説明したように、この発明のジョイ
スティック型首振り操作装置は、上記のような構成およ
び作用を有しているので、操作性に優れ、ヘッドの向き
を自在且つ簡単に変化させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態に係る工業用内視鏡装置
の外観を示す斜視図。
【図２】図１の工業用内視鏡装置の操作部の構造を説明
するための図。
【図３】図２の操作部を構成するコマ部材を示す図。
【符号の説明】
１…工業用内視鏡装置、
２…カメラヘッド、
３…屈曲自在部、
５…パイプガイド、
１０…操作部、
１１…ワイヤ、
１２、１８…端末部材、
１４、１５、１６、１７…ピン、
２０…コマ部材、
２１…板状部、
２３ａ、２３ｂ…突起、
２４ａ、２４ｂ、２７ａ、２７ｂ…軸受部、
２５、２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄ、２８…孔、
３２…被覆部材、
３４…グリップ。

【図１】
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